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厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 

総括研究報告書 

ホルモン受容機構異常に関する調査研究 

研究代表者  赤水尚史  和歌山県立医科大学内科学第一講座 教授 

 

研究要旨：本調査研究では、ホルモン受容機構異常に起因する難病とその関連疾患の実態

把握と診断基準や治療指針を策定することを目標としている。当研究班は、甲状腺部会、

副甲状腺部会、糖尿病部会の 3 部会からなる。これまで、甲状腺部会では(1)甲状腺中毒

性クリーゼ、(2)悪性眼球突出症、(3)粘液水腫性昏睡、(4)甲状腺ホルモン不応症、(5)

バセドウ病再燃再発、副甲状腺部会では(6)偽性副甲状腺機能低下症、(7)くる病・骨軟化

症、(8)低 Ca 血症性疾患、(9)ビタミンＤ欠乏・不足症、糖尿病部会では、(10)インスリ

ン抵抗症（インスリン受容体異常症 A型,B 型,亜型）を、調査研究課題として取り上げ、

初年度は、『甲状腺中毒性クリーゼの診療ガイドライン』、『バセドウ病悪性眼球突出症の

診断基準と治療指針』、『くる病・骨軟化症診断マニュアル』を公表した。本年度は、『甲

状腺ホルモン不応症の診断基準と重症度分類』『ビタミン D 不足・欠乏の判定指針』を策

定し、関連学会の承認の後、公表した。また、糖尿病部会で取り扱う調査研究課題に、(11) 

Wolfram 症候群、Wolfram 症候群関連疾患、(12)脂肪萎縮症を新たに加えた。診断基準・

治療指針が未策定の課題においては、全国患者数や臨床的特徴の疫学調査を行い、基盤的

情報の収集を進めた。今後も、これらの疾患の早期かつ的確な診断・治療、さらには予後

改善に寄与するべく研究を推進していく予定である。 

 

研究分担者 

1. 海老原健 

自治医科大学医学部 准教授 

2. 大薗恵一 

大阪大学大学院医学研究科 教授 

3. 岡崎亮  

帝京大ちば総合医療センター 教授  

4. 小川渉 

神戸大学大学院医学研究科 教授 

5. 片桐秀樹 

東北大学大学院医学系研究科 教授 

6. 杉本利嗣 

島根大学医学部 教授 

7. 谷澤幸生  

山口大学大学院医学研究科 教授 

8. 橋本貢士  

東京医科歯科大学 寄附講座准教授 

9. 廣松雄治 

久留米大学医療センター 教授 

10. 福本誠二 

徳島大学先端酵素学研究所 特任教授 

11. 山田正信 

群馬大学大学院医学系研究科 教授 

 

Ａ．研究目的 

本調査研究では、ホルモン受容機構異常に

起因する難病の病態を解明し、それらの疾

患の診断基準や治療指針を策定することを

目標としている。当研究班は、甲状腺部会、

副甲状腺部会、糖尿病部会の 3部会からな

るが、これらの領域では、発症頻度が稀で

患者実態や診療指針に関して不明や未確立

な疾患が多く存在する。 

甲状腺部会では、(1)甲状腺中毒性クリーゼ、

(2)悪性眼球突出症、(3)粘液水腫性昏睡、
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(4)甲状腺ホルモン不応症、(5)バセドウ病

再燃再発 について、副甲状腺部会では、

(6)偽性副甲状腺機能低下症、(7)くる病・

骨軟化症、(8)低 Ca 血症性疾患、(9)ビタミ

ンＤ欠乏・不足症 について、糖尿病部会

では、(10)インスリン抵抗症（インスリン

受容体異常症 A 型,B 型,亜型）、 (11) 

Wolfram 症候群、Wolfram 症候群関連疾患、

(12)脂肪萎縮症について、関連学会と連携

して実態把握、診断基準・重症度分類・治

療指針を作成する。 

成果は関連学会のホームページへの掲載や

報告会、学術誌を通じて専門医だけでなく

広く国民や非専門医にも周知し、これら疾

患の早期かつ的確な診断・治療さらに予後

改善に寄与することが期待される。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究は、①疾患の実態調査、②診断基準・

治療指針の策定、③診断基準・治療指針を

基にした前向き調査 からなる。 

 

①ホルモン受容機構異常に起因する下記の

11 疾患について、日本糖尿病学会、日本内

分泌学会やその分科会と連携し、全国疫学

調査や海外を含む最新の知見をもとにして、

疾患の実態を把握する。 

（調査・研究対象疾患） 

1) 甲状腺中毒性クリーゼ 

2) 悪性眼球突出症 

3) 粘液水腫性昏睡 

4) 甲状腺ホルモン不応症 

5) バセドウ病再燃再発 

6) 偽性副甲状腺機能低下症 

7) くる病・骨軟化症 

8) 低 Ca 血症性疾患 

9) ビタミンＤ欠乏・不足症 

10) インスリン抵抗症（インスリン受容体

異常症 A型,B 型,亜型） 

11) Wolfram 症候群、Wolfram 症候群関連疾

患 

12) 脂肪萎縮症 

 

②疫学調査結果をもとにして各疾患の診断

基準および治療指針の作成を行う。作成し

た診断基準、診断基準は、専門医や一般医

家に周知と理解を深めるために、学会ホー

ムページや刊行物を通じて公表する。 

③各疾患の診断基準や治療指針にのっとっ

て前向き調査を行い、適宜改定を行う。 

 

(倫理面への配慮) 

本調査研究は、人を対象とする医学研究に

関する倫理指針にのっとり、各施設の倫理

委員会の承認を経た後に行う。また、ヒト

ゲノム・遺伝子解析を伴う研究は関係する

法令の規定に従い研究を遂行する。研究全

般において、ヘルシンキ宣言を尊守し、被

験者保護の観点を踏まえ実施する。 

 

Ｃ．研究結果 

(1)甲状腺中毒性クリーゼ 

昨年度、診断と治療を包括しアルゴリズム

化した診療ガイドラインを作成し、日本内

分泌学会、日本甲状腺学会、欧州甲状腺学

会の承認を得た。今年度は、ガイドライン

を論文として公表した。診療ガイドライン

には、第 1章に「診断基準と全国疫学調査」

について、第 2章に甲状腺中毒症、全身症

状、各臓器症状、合併症に対する具体的な

治療法を詳細に記載した。診療ガイドライ

ンを基にした、多施設前向きレジストリ研

究については疫学班の協力を得て準備中で

ある。 

(2)悪性眼球突出症 
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「バセドウ病悪性眼球突出症の診断基準と

治療指針 2016」をまとめた。バセドウ眼症

の増悪因子を検討するため、喫煙との関連

性を検討したところ、喫煙群は非喫煙群に

比較して、眼症の重症度が有意に高かった。

加えて、バセドウ眼症の予後の予測因子に

ついて解析したところ、治療前因子では CAS

と後眼窩面積が、治療開始後因子では CAS、

腫大筋の信号強度比、後眼窩面積が有意な

リスク因子として抽出された。これらの結

果も踏まえて、治療指針に基づいた前向き

検討を行っていく予定である。 

(3)粘液水腫性昏睡 

診断基準を策定し現在、英文化中である。

また DPC を用いて治療実態について全国調

査を行い、在院死亡率 29.5％と致死的疾患

であることや、死亡関連因子が明らかとな

った。調査結果について学会報告を行った。 

(4)甲状腺ホルモン不応症 

昨年度、甲状腺ホルモン不応症の診断基準

と重症度分類案を作成し、パブリックコメ

ントを募集し検討した。今年度は、甲状腺

ホルモン不応症の診断基準と重症度分類を

正式に策定し、日本甲状腺学会ホームペー

ジ上に掲載した。遺伝子診断、治療の指針

については原案を策定した。 

(5)バセドウ病再燃再発 

白血球中のSiglec1 mRNA レベルがバセドウ

病の再発（再燃）を、感度 78.2%、特異度

73.0%で判別できることを前年度までに明

らかにした。本年度は、抗甲状腺薬による

薬物療法中止後に、Siglec1 mRNA レベルに

よって再発（再燃）が予測できるか否かを

解析したところ、抗甲状腺薬を中止した患

者 55名において、11 名が再発し、再発した

患者のSiglec1 mRNA レベルは全て258.9コ

ピー以上であった。 

(6)偽性副甲状腺機能低下症 

偽性副甲状腺機能低下症の診断基準改定を

進めている。 

(7)くる病・骨軟化症 

X 染色体優性低リン血症性くる病(XLH)は、

最も頻度の高い遺伝性低リン血症性疾患で

ある。本年度は、成人 XLH 患者の臨床像の

調査を行った。同患者 15名中 8名は、下肢

骨変形、低身長に対し、骨切り術や骨延長

術の既往を有していた。13 名はリンや活性

型ビタミン Dによる治療を受けていたが、

全例で低リン血症が認められた。また、大

部分の例で腎尿細管リン再吸収閾値の低下、

FGF23 の上昇が認められた。また 12 名は、

腰痛や膝痛、股関節痛などの疼痛を訴えて

いた。 

(8)低 Ca 血症性疾患 

血清 FGF23 値の測定は、FGF23 関連くる病・

骨軟化症の診断において必要であるのみな

らず、ビタミン D欠乏性くる病・骨軟化症、

ビタミン D依存性くる病・骨軟化症の診断

において有用であることを、これまでに報

告してきたが、今年度は、FGF23 の値が、リ

ンおよびビタミンDの充足状況のみならず、

カルシウムの値によってもコントロールさ

れている可能性を示唆するデータを得た。 

(9)ビタミンＤ欠乏・不足症 

ビタミンＤ欠乏・不足症の判定指針を完成

し、和文冊子を作成するとともに日本内分

泌学会の英文機関誌 Endocrine Journal お

よび日本骨代謝学会の英文機関誌 Journal 

of Bone and Mineral Metabolism に publish

した。この指針に従って各コホートにおけ

るビタミンＤ欠乏・不足患者の割合と臨床

的特徴に関するデータを収集し、解析を行

った。コホートにおける検証を引き続き継

続して行っていく。 
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(10) インスリン抵抗症（インスリン受容体

異常症 A型,B 型,亜型） 

インスリン受容体異常症（インスリン抵抗

症）の診断基準の改訂と重症度分類の策定

に向け、日本糖尿病学会学術評議員および

教育施設代表指導医に対して、診療実態に

関するアンケート調査を行った。B型インス

リン抵抗症の約 80％弱の症例に低血糖発作

が合併すること、80％以上の症例に自己免

疫疾患やなんらかの他の自己抗体陽性が認

められ、免疫抑制剤や血漿交換での治療が

行われる場合が多いことなどが判った。 

また、小児期の糖尿病に関しての症例が豊

富な 901 施設に調査表を送付し、549 施設か

ら回答を得た（回答率：61％）。結果は、A

型 13例、Rabson-Mendenhall 症候群 8例、B

型 1例の報告があった。臨床的に A型が疑

われ遺伝子検査を行ったがインスリン受容

体遺伝子に変異を認めなかったという例が

3 例報告された。また、これらの症例の重症

度や治療法についての情報も収集された。 

(11) Wolfram 症候群、Wolfram 症候群関連

疾患 

Wolfram 症候群および関連疾患の疾患概念

を明確にし、診断基準の策定を目指して、

文献調査を行い、疫学調査を行い病態把握

に努めた。文献的には、当疾患は劣性遺伝

子、糖尿病と視神経萎縮という主要徴候を

合併する非定型例以外に、劣性遺伝形式で

視神経萎縮のみが認められる症例、糖尿病

を欠くが、一部の神経症状を合併する症例

が報告されていた。また、Wolfram 症候群２

症例の剖検膵を解析し、HE 染色では膵島は

萎縮しており、インスリン抗体陽性細胞は

著減していた。一方、グルカゴン染色では、

１例ではグルカゴン陽性細胞が増加してい

たが、他の１例ではグルカゴン細胞も含め

て内分泌細胞が著減していた。 

(12)脂肪萎縮症 

日本内分泌学会において脂肪萎縮症が重要

臨床課題に取り上げることが決定し、「脂肪

萎縮症診療ガイドライン」の作成に着手し

た。 

 

Ｄ．考察 

(1)甲状腺中毒性クリーゼ 

研究により得られた成果の今後の活用・提

供：本ガイドラインを書籍化のし、簡易版

を学会ホームページで公表する予定であ

る。本ガイドラインの活用されることによ

り迅速かつ的確な診断・治療が可能となり

本症の予後改善に寄与することが期待され

る。 

(2)悪性眼球突出症 

「バセドウ病悪性眼球突出症の診断指針と

治療指針 2015」を用いた症例報告や臨床研

究報告がみられるようになっている。指針

に対する意見を、今後の改訂の参考にして

いく必要がある。既に開始している「甲状

腺眼症に対するステロイドパルス療法の有

用性に関する多施設共同の前向き研究」を

継続し、治療指針を検証していく必要があ

る。 

(3)粘液水腫性昏睡 

今後、治療ガイドライン策定にあたって

は、「甲状腺ホルモン静注製剤」の国内常備

が必須と考えられる。そのため、策定と並

行して厚労省「未承認薬・適応外薬」検討

会議に、甲状腺ホルモン静注製剤の国内常

備を申請する必要がある。本研究会の働き

かけによりあすか製薬より厚労省へ申請中

である。 

(4)甲状腺ホルモン不応症 

専門家以外の医師が甲状腺ホルモン不応症



9 

 

を正しく診断できるようにするためには適

切な診断基準の制定が不可欠であった。今

年度、甲状腺ホルモン不応症の診断基準と

重症度分類は日本甲状腺学会ホームページ

上に公開し、一般医科向けに活用できるよ

うになった。今後、遺伝子診断、治療の指

針についても策定が終了し次第公開を予定

している。 

(5)バセドウ病再燃再発 

白血球中のSiglec1 mRNA レベルがバセドウ

病の再発（再燃）を高率に予測できること

が明らかとなり、今後の臨床応用が期待さ

れる。Siglec1 mRNA レベルによって高精度

でバセドウ病の再発（再燃）が予測できる

ことが示唆された。特に陰性的中率が 83.3

％と高いため、Siglec1 mRNA レベルはバセ

ドウ病の寛解の判定に有用であると考えら

れた。 

(6)偽性副甲状腺機能低下症 

(7)くる病・骨軟化症 

現状の成人 XLH 患者に対する治療法は必ず

しも十分ではなく、骨変形や疼痛などの発

症を予防する新たな治療法が必要と考えら

れた。 

(8)低 Ca 血症性疾患 

症例の蓄積によって、低 Ca 血症性疾患の実

態を把握し、低 Ca 血症の鑑別診断の手引き

を改訂し、学会での承認を得る必要がある。 

(9)ビタミンＤ欠乏・不足症 

既にビタミンＤ欠乏・不足の判定指針は学

会ホームページ、論文として公表された。

2016年8月には25水酸化ビタミンＤ濃度測

定が認可されたため、今後ますます重要な

意義を持つと思われる。講演なども通じて

今後一般医への啓蒙も進めて行く。 

(10) インスリン抵抗症（インスリン受容体

異常症 A型,B 型,亜型） 

全国の日本糖尿病学会学術評議員および教

育施設代表指導医に対するアンケート調査

を、今後も継続しつつ、結果を解析し本邦

における B型インスリン抵抗症の実態を更

に明らかにしていく。得られた知見は、本

糖尿病学会の機関誌などを通じ、英文・邦

文での論文発表を行う。調査研究で収集し

た情報は、今後、糖尿病学会が中心となっ

て作成する予定である診断基準の改定や治

療ガイドラインの作成に用いる。また、従

来使用さてきた「インスリン受容体異常症」

という名称は、本疾患の全体像と合致しな

い部分もあるため、本症を「インスリン抵

抗症」と改称することを研究班から提言

し、日本糖尿病学会用語委員会で承認され

た。 

(11) Wolfram 症候群、Wolfram 症候群関連

疾患 

得られた研究成果は、原著論文として公表

予定である。海外の Wolfram 症候群研究者

と得られた情報を共有し、国際的な診断基

準の最適化などに活用する予定である。

WFS1 遺伝子変異による疾患は典型的な

Wolfram 症候群以外に、多様なスペクトルを

包含することが明らかになってきており、

それらの特徴や予後を明らかにするため

に，国際的かつ学際的な共同研究が必須で

ある。 

(12)脂肪萎縮症 

脂肪萎縮症の原因は遺伝子異常や自己免疫

異常など様々であり脂肪組織の障害部位、

程度も様々であり、疫学調査やレジストリ

の整備により実態を把握し、わが国に即し

た病型分類、診断基準および診療ガイドラ

インの策定が必要である。 

「脂肪萎縮症診療ガイドライン」は学会等

を通じて公開し、広く臨床の場で活用でき
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るようにする。 

 

Ｅ．結論 

 当研究班の甲状腺部会、副甲状腺部会、

糖尿病部会の 3部会が、疾患の病態を解明

および疾患の診断基準や治療指針の策定を

目指している諸疾患について、関連学会と

連携して実態把握、診断基準・重症度分類・

治療指針を作成が着実に進行している。 

本年度は、「甲状腺ホルモン不応症の診断基

準と重症度分類」「ビタミン D不足・欠乏の

判定指針」を策定、公表することができた。 

 

Ｆ．健康危険情報                     

  該当なし 

 

Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

1) Sapkota S, Horiguchi K, Tosaka M, 

Yamada S, Yamada M ： Whole-Exome 

Sequencing Study of 

Thyrotropin-Secreting Pituitary 

Adenoma、J Clin Endocrinol Metab.102

：566-575, 2017 

2) Okazaki R, Ozono K, Fukumoto S, Inoue 

D, Yamauchi M, Minagawa M, Michigami 

T, Takeuchi Y, Matsumoto T, Sugimoto 

T. Assessment criteria for vitamin D 

deficiency/insufficiency in Japan: 

proposal by an expert panel supported 

by the Research Program of 

Intractable Diseases, Ministry of 

Health, Labour and Welfare, Japan, 

the Japanese Society for Bone and 

Mineral Research and the Japan 

Endocrine Society [Opinion]. J Bone 

Miner Metab. 35:1-5, 2017. 

3) Okazaki R, Ozono K, Fukumoto S, Inoue 

D, Yamauchi M, Minagawa M, Michigami 

T, Takeuchi Y, Matsumoto T, Sugimoto 

T. Assessment criteria for vitamin D 

deficiency/insufficiency in Japan - 

proposal by an expert panel supported 

by Research Program of Intractable 

Diseases, Ministry of Health, Labour 

and Welfare, Japan, The Japanese 

Society for Bone and Mineral Research 

and The Japan Endocrine Society 

[Opinion]. Endocr J. 64:1-6, 2017 

4) Tanaka K, Kanazawa I, Miyake H, Yano 

S, Amano C, Isikawa N, Maruyama R, 

Sugimoto T: Vitamin D-Mediated 

Hypercalcemia in Multicentric 

Castleman’s Disease. J Bone Miner 

Metab. 35:122-125, 2017  

5) Satoh T, Isozaki O, Suzuki A, Wakino 

S, Iburi T, Tsuboi K, Kanamoto N, 

Otani H, FurukawaY, Teramukai S, 

Akamizu T: 2016 Guidelines for the 

management of thyroid storm from The 

Japan Thyroid Association and Japan 

Endocrine Society (First edition). 

Endocr J. 63: 1025-1064. 2016 

6) Wakasaki H, Matsumoto M, Tamaki S, 

Miyata K, Yamamoto S, Minaga T, 

Hayashi Y, Komukai K, Imanishi T, 

Yamaoka H, Matsuno S, Nishi 

M, Akamizu T: Resistance to Thyroid 

Hormone Complicated with Type 2 

Diabetes and Cardiomyopathy in a 

Patient with a TRβ Mutation. Intern 

Med. 55:3295-3299, 2016 

7) Inaba H, De Groot LJ, Akamizu T: 

Thyrotropin Receptor Epitope and 
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Disease. Front Endocrinol 

(Lausanne). 7:120, 2016 
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H, Shigematsu Y, Ariyasu 

H, Akamizu T, Kangawa K, Nakao K: 
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fatty acids contributes to the 

efficient production of acylated 
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FEBS Lett. 590:992-1001, 2016 

9) Minamino H, Inaba H, Ariyasu H, 

Furuta H, Nishi M, Yoshimasu T, 

Nishikawa A, Nakanishi M, 

Tsuchihashi S, Kojima F, Murata S, 

Inoue G, Akamizu T: A novel 

immunopathological association of 
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Hashimoto's thyroiditis. Endocrinol 
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2016:160004, 2016 

10) Tachikawa R, Ikeda K, Minami T, 
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(oligogenic) 糖 尿 病 の 解 析 ．  
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5) Shunichi Matsumoto, Masanobu Yamada, 

et al. ： A case of Hashimoto’s 

thyroiditis with fulminant type 1 

diabetes and drug-induced 
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7) Sumiyasu Ishii, Masanobu Yamada, et 

al.：A novel transcript identified in 

a patient with resistance to thyroid 
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（11/18-19/2016、さいたま市）  

24) 橋本貢士：甲状腺機能は肥満症減量治

療の効果予後を判断できるか（生活習

慣病と甲状腺受賞講演）第 59回日本甲

状腺学会学術集会（東京）2016 年 11 月

4 日 

25) 江口洋幸：ＴＳＨ受容体抗体測定は、

甲状腺眼症の診療に有用か？ 第59回

日本甲状腺学会学術集会、東京、 2016

年 11 月 3-5 日  

26) 山田正信：甲状腺ホルモン不応症の診

断基準の作成、第 59 回日本甲状腺学会

学術集会、東京、2016 年 11 月 3-5 日 

27) 渡邉琢也、山田正信ら：視床下部-下垂

体-甲状腺系のレプチンによる制御機

構の解析、第 59 回日本甲状腺学会学術

集会、東京、2016 年 11 月 3-5 日 

28) 岡村孝志、山田正信ら：TSHβ遺伝子発

現を制御する NR4A1 の甲状腺ホルモン

による転写抑制機構、第 59 回日本甲状

腺学会学術集会、東京、2016 年 11 月

3-5 日 

29) 小澤厚志、山田正信ら：寒冷環境下で

の視床下部－下垂体－甲状腺系におけ

る TRH の役割、第 59 回日本甲状腺学会

学術集会、東京、2016 年 11 月 3-5 日 

30) 渋沢信行、山田正信ら：慢性甲状腺炎

に MALT リンパ腫を発症治療後に自己

免疫性溶血性貧血を合併した多腺性自

己免疫症候群３型亜型の一例、第 59 回

日本甲状腺学会学術集会、東京、2016

年 11 月 3-5 日 

31) 堀口和彦、山田正信ら：先端巨大症に

おける中枢性甲状腺機能低下症の特徴

、第 59 回日本甲状腺学会学術集会、東

京、2016 年 11 月 3-5 日 

32) 中島康代、山田正信ら：潜在性甲状腺

機能低下症は肝機能障害の危険因子で

ある、第 59 回日本甲状腺学会学術集会

、東京、2016 年 11 月 3-5 日 

33) 石井角保、山田正信ら：母体のチアマ

ゾール内服に伴い頭皮欠損が認められ

た新生児例、第 59 回日本甲状腺学会学

術集会、東京、2016 年 11 月 3-5 日 

34) 高見澤哲也、山田正信ら：マウス視床

下部神経細胞株を用いた TRH 遺伝子の

甲 状 腺 ホ ル モ ン に よ る negative 

feedback 機構の解析、第 59 回日本甲

状腺学会学術集会、東京、2016 年 11 月

3-5 日 

35) 土岐明子、山田正信ら：全胞状奇胎に

よる甲状腺機能亢進症と高血圧症を合

併し、術中に冠攣縮性狭心症が原因と

考えられたうっ血性心不全を発症した

一例、第 59 回日本甲状腺学会学術集会

、東京、2016 年 11 月 3-5 日 
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子、重里政信、河井伸太郎、有安宏之

、赤水尚史：重症低血糖を伴った

non-islet cell tumor 

hypoglycemia(NICTH）の１例．第 17 回

日本内分泌学会近畿支部学術集会．和

歌山県 JAビル（和歌山市）．2016 年 10

月 15 日． 

40) 橋本貢士：甲状腺ホルモンに着目した

ワンアップ肥満症治療（イブニングセ

ミナー）第 37 回日本肥満学会（東京）

、2016 年 10 月 7 日 

41) 山内 美香、名和田 清子、山本 昌弘、

杉本 利嗣: 閉経後女性におけるビタ

ミン D 不足による骨脆弱性と骨代謝マ

ーカーおよびsclerostinの関係. 第18

回日本骨粗鬆症学会. 仙台、2016 年 10

月 6 日 

42) 田井宣之、渡部玲子、岡崎亮、井上大

輔冠動脈カテーテル患者において MMP

依存性骨吸収マーカーである１CTP は

生命予後予測因子となる。第 18回日本

骨粗鬆症学会（10/6-8/2016、仙台） 

43) 江口洋幸、他：甲状腺眼症と喫煙との

関連. 第 66 回日本体質医学会総会、 
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44) 椎木幾久子、田部勝也、幡中雅行、谷
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45) 渡部玲子、田井宣之、井上大輔、岡崎

亮長期喫煙男性において禁煙は骨形成

を促進する。第 34 回日本骨代謝学会学

術総会（7/20-23/2016、大阪） 

46) 山内 美香、名和田 清子、山本 昌弘、

杉本 利嗣: 骨細胞産生因子である

sclerostin および FGF23 と骨脆弱性の

関係. 第2回日本骨免疫学会学術集会. 

沖縄、2016 年 7 月 7 日 

47) 渡部玲子、田井宣之、正木 宏明、平

野順子、岡崎亮、井上大輔 １型糖尿

病（T1DM）では若年発症と骨密度低下

が、長期罹病と Trabecular Bone Score 

(TBS) が関連する。第 59回日本糖尿病

学会年次学術集会（5/19-5/21/2016、

京都） 

48) 椎木幾久子、田部勝也、幡中雅行、近

藤 学、谷澤幸生 Wfs1 欠損マウスに

おける膵β細胞脱分化とその意義の解
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49) 後天性全身性脂肪萎縮症における悪性
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学会、京都、平成 28 年 5月 19-21 日 

50) 田井 宣之、渡部 玲子、正木 宏明
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性骨吸収マーカーである1CTPは生命予
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後予測因子となる。第 89回日本内分泌

学会学術総会（4/21-23/2016、京都） 

51) 橋本貢士：Siglec1 によるバセドウ病の

再燃・再発予測（多施設共同研究）第

89 回日本内分泌学会学術総会（京都）

、2016 年 4 月 22 日 

52) 竹島 健、山岡博之、古川安志、稲葉

秀文、有安宏之、古田浩人、西 理宏

、赤水尚史：IgG4 関連甲状腺疾患．第

89 回日本内分泌学会学術総会．国立京

都国際会館．2016 年 4月 21-23 日． 

53) 稲葉秀文、山岡博之、竹島 健、古川

安志、太田敬之、土井麻子、有安宏之

、古田浩人、西 理宏、赤水尚史：

HLA-DR3 トランスジェニックマウスに

おける TSH 受容体とサイログロブリン

の免疫原性．第 89 回日本内分泌学会学

術総会．国立京都国際会館．2016 年 4

月 21-23 日． 

54) 浦木進丞、有安宏之、松野正平、川嶋

弘道、古田浩人、西 理宏、井下尚子
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与後に下垂体卒中を呈した Cushing 病

の１例．第 89 回日本内分泌学会学術総
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21-23 日． 

55) 河井伸太郎、有安宏之、宮田佳穂里、

石橋達也、浦木進丞、竹島 健、古田

浩人、西 理宏、赤水尚史：当科に通

院するGAD抗体価 10U/mL未満の糖尿病

患者における抗体価の推移．第 89 回日

本内分泌学会学術総会．国立京都国際

会館．2016 年 4 月 21-23 日． 

56) 高見澤哲也、山田正信ら：マウス視床

下部神経細胞株を用いた TRH 遺伝子の

甲 状 腺 ホ ル モ ン に よ る negative 

feedback 機構の解析、第 89 回日本内

分泌学会学術集会、京都、2016 年 4 月

21-23 日 

57) 松本俊一、山田正信ら：核内受容体こ

りプレッサーNCoRとSMRTは遺伝子によ

り異なる制御機構を示す、第 89 回日本

内分泌学会学術集会、京都、2016 年 4

月 21-23 日 

58) 岡村孝志、山田正信ら：TSHβ 遺伝子発

現を制御する NR4A1 の甲状腺ホルモン

による転写抑制機構、第 89 回日本内分

泌学会学術集会、京都、2016 年 4 月

21-23 日 

59) 渋沢信行、山田正信ら：多腺性自己免
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60) 石井角保、山田正信ら：腺腫様甲状腺
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。）  

 1. 特許取得 

 該当なし 

 2. 実用新案登録 

 該当なし 

 3.その他 

 特記事項なし 

 


